






要約:川崎病後の心血管病変について、造影所見上の冠動脈障害の程度と右室心内膜心筋

生検の組織所見との比較および組織所見の経年変化を検討した。生検組織所見を 6項目に

ついてスコア化した。組織所見の平均スコアは、冠動脈病変枝の数よりも冠動脈瘤の大き

さとの関連が深い傾向にあった。経年的にみた場合、冠動脈障害群が正常群に比し常に高

いスコアを示した。早期は炎症性変化の影響がみられ、遠隔期には炎症後の組織変化が主

体となる傾向がみられた。


